
島根県における

医師養成の取り組み

平成29年8月9日

島根県健康福祉部
医療政策課医師確保対策室

室長 児玉信広

資料３－２



1

指 標 島根県

人口（万人） 69（46位）

面積（k㎡） 6,708（19位）

森林面積（％） 77.5（4位）

高齢化率（％）
※65歳以上

32.5（3位）

合計特殊出生率 1.75（2位）

医師数
（人／10万人）

279（13位）

（出典） 総務省「統計でみる都道府県のすがた2017」
人口動態統計2016（速報値）
H26医師・歯科医師・薬剤師調査

＜島根県の統計＞

【アクセス】
〇航空機

・出雲空港～羽田空港 1h20m
・出雲空港～小牧空港 1h
・出雲空港～伊丹空港 50m
・出雲空港～福岡空港 1h10m
・出雲空港～隠岐空港 30m
・石見空港～羽田空港 1h30m
・隠岐空港～伊丹空港 1h

〇鉄道
・松江～岡山（特急やくも） 2h35m
・松江～岡山～大阪（特急やくも～新幹線） 3h30m
・浜田～新山口（特急おき） 2h10m

島根県って？
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全国・島根県の医師数
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島根県計 1,947
全国計 311,205

隠岐の島町

海士町

西ノ島町

知夫村

邑南町

美郷町 飯南町

奥出雲町

大田市

川本町
江津市

浜田市

益田市

津和野町

吉賀町

出雲圏 松江圏

浜田圏

益田圏

隠岐圏

医師数：平成２６年１２月３１日現在
（Ｈ２６医師・歯科医師・薬剤師調査）

187

125

35

大田圏
76

－２次医療圏別－

雲南圏

雲南市 安来市

松江市 647

出雲市

776

101

島根県の医師数（人）
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－２次医療圏別－

隠岐の島町
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益田市
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吉賀町

松江圏
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浜田圏

益田圏
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医師数：平成２６年１２月３１日現在
（Ｈ２６医師・歯科医師・薬剤師調査）

２７９
全国１３位

２４５

大田圏

島根県 全国

１３１

２２３
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１７１

１８２

出雲圏

雲南市
安来市

出雲市

松江市４５５ ２６３
４５５

島根県の医師の偏在（人口10万対医師数）

4



隠岐の島町
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医師数：平成２６年１２月３１日現在
（Ｈ２６医師・歯科医師・薬剤師調査）

２０

９

大田圏 ７

８

－２次医療圏別－

雲南圏

１０
松江市

出雲市

１２４ ６５

２９ ８２
島根県

全国

全国４１位

島根県の医師数密度（人/100㎢）
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<防災ヘリによる転院搬送 H10～>

<隠岐島遠隔医療支援システム H11～>

<代診医の派遣 H12～>

<ドクターヘリ H23～>

島根県

島根大学医学部

医師確保対策の三本柱

連携

島
根
で
働
く
医
師
を

《

育
て
る

》

<自治医科大学 S47～>

<奨学金制度 H14～>

<研修医等定着のための事業 H17～>

<寄附講座「島根大学地域医療支援学講座」の設置 H22～>

島
根
で
働
く
医
師
を

《

呼
ぶ

》

<赤ひげバンク H14～>

<地域勤務医師確保枠 H14～>

<医師確保チームによるアクティブプロジェクト事業H18～ >

島
根
で
働
く
医
師
を

《
助
け
る

》

＜健康福祉部＞
医療政策課

＜病院局＞
中央病院

こころの医療センター

<一般社団法人しまね地域医療支援センター H25～>

<まめネット H24～>

6

島根県の医師確保対策事業の概要
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初期臨床研修制度導入後の主な取り組み

（※ 病院勤務医の不足・地域偏在の加速）

０

⇒ 島根大学「地域枠推薦入試制度」（H18～）

・奨学金制度の拡充（H18～）

⇒ 地域医療再生基金事業（H22～）

・島根大学医学部に寄付講座（地域医療支援学講座）設置

⇒ 地域医療支援センターの開設（H23～）

・島根大学医学部と島根県医療政策課内に開設

⇒ H25.3 一般社団法人として組織を一本化

しまね地域医療支援センター設立の経緯



○地域枠や奨学金の貸与を受けた医師が県内で安心して研修・勤務してもらえるよう“オールしまね”
で若手医師のキャリア形成等を支援するために、Ｈ２３年８月、島根大学と島根県に設置

○若手医師の支援体制をより一層強化するため、一般社団法人として組織を一本化（H25.3月設立）

○社団法人化することにより、

・組織として、社会的な信用を得ることができ、

・独立した団体として、より機動的、弾力的かつ継続した事業実施が可能となり、

・関係する機関が組織の会員となり、より強固な連携体制のもと、それぞれの情報を共有し、

知恵を出し合い「地域医療を担う医師の育成と確保」に取り組む
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『一般社団法人 しまね地域医療支援センター』の概要

会 員

市町村

医師会病 院

島根県

大学

一般社団法人 しまね地域医療支援センター
医学生

・島大医学生
・奨学金の貸与者

・地域枠出身
・県外の学生 等

地域医療の魅力を発信
動機付け

県内の
初期研修医の増

若手医師のキャリアアップをサポート

後期研修医の後期研修医の
県内定着島根大学医学部

医師不足地域 等



推 進 体 制

理 事 会

理事長 井川 幹夫
（島根大学医学部附属病院長）

事 務 局
事務局長（県1人）

県職員（2人）

正会員 （５４団体）
（島根大学・病院・医師会・市町村・県）

賛助会員 （鳥取大学）

総 会

企 画 委 員 会
（県内病院の指導医・研修医代表等）

事務職員（1人）市町村・大学職員（4人）

非常勤医師 （島根大学・県・県内病院 10人）

定例会議（毎週1回）
（具体的な事業実施に向けた意見交換）

（総会等の役割）
○総会 会員である大学、医療機関、医師会、市町村、県で構成する意思決定機関

・事業報告及び決算、事業計画の承認
○理事会 各圏域から1名程度の臨床研修病院院長等で構成し、重要な業務執行を決定
○企画委員会 県内病院の指導医等に研修医代表を加えて構成し、事業の企画・立案
○事務局 専任医師と県や市町村の事務職員を配置し、若手医師のキャリア形成支援等を担当 9



１．若手医師のキャリア形成支援
しまねを軸足にキャリアアップが図れるよう１０年程度のキャリアプログラム
の作成支援 ⇒ 支援対象者 １５５名（H29.4.1現在）

０

※ 研修・勤務先の調整
・本人の目標、希望 ・地域の医療情勢 ・奨学金の義務 等

２．地域の医療機関での研修体制の充実支援や研修機会の提供
・大学や地域の医療機関と連携した研修会の開催
・臨床研修、指導医研修の充実
・県内研修医のネットワーク構築 等

３．大学・医療機関等の情報を発信し、県内外から研修医を確保
・県内外の病院説明会への参加
・県外医学生との交流会
・ホームページ、フェイスブック、支援センターマガジンの発行 等

４．ワークライフバランスの推進
・働きやすい職場環境改善に向けて医療従事者支援担当者の人材育成
・出産・育児・介護などによる離職防止や復職支援 等

病院説明会

５．医師不足状況の把握・分析
・地域医療に資する調査・分析 等

初期研修医合同研修会

マガジン

事 業 内 容

10
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・指導体制向上に向けた
取組支援
指導体制向上モデル事業、
指導医講習会

・しまねの
魅力ＵＰ

・指導医の
やる気ＵＰ

若手医師
への

手厚い
サポート

・アクションプランの実行
以下の面談・調整を通じて、地域での勤務を含めたキャリアプランの作成・実行を支援

・登録医師とのキャリア面談（登録者155名）
・会員との情報交換（出身地域の意向確認）
・大学講座、所属病院との意見交換（医局等の意向確認）

･地域枠医師の出身市町村、医療機関との連携強化［拡充］
面談前後の情報交換、面談時の同行 など

研
修
充
実

キ
ャ
リ
ア
支
援

情
報
発
信

Ｗ
Ｌ
Ｂ
推
進

機
関
連
携

調
査
分
析

医学生 （初期研修医） （後期研修医） 若手医師 指導医

・研修ネットワーク支援
総合診療専門医、精神科医、外科医、産婦人科医ネットワーク

・病院合同説明会（しまね研修ナビ等）

・レジナビ出展、医学生･研修医合同交流会

・情報発信 facebook、ホームページ、マガジン、キャラクター、グッズ等多様なメディアを活用したＰＲ

・地域偏在解消に向けた現状把握・データ分析
・初期研修医、後期研修医の動向調査
・勤務医実態調査等施策立案の基礎資料

・連携体制構築（トップセミナー、圏域別情報交換会、島根大学病院各診療科並びに医学部関係講座等
との連絡協議会ほか）

・復職支援相談窓口「えんネット」の充実
H26年度に設置した復職支援相談窓口を更に充実させ、県内のWLB相談支援の取組を加速

・ワークライフバランス支援体制の充実
情報収集･情報発信、研修会、ネットワーク、託児等

・しまねの
魅力を

ＰＲ
・県外から
医師を招く

働きやすい
職場、

復職しやす
い環境

↓
魅力ＵＰ

連携を
強化し

県外医師
を招へい

現状分析

地域枠等医師のキャリア形成支援を通じて、医師の地域偏在の解消、地域医療の充実につなげる！！

・臨床研修充実支援
初期合同研修会、臨床研修病院連絡会、
評価試験、病院見学支援、若手医師提案事業助成
研修医の主体的な取組の支援［新規］
初期2年次研修会［新規］
市町村・病院職員向け研修会［新規］

【重点3】
地域の研修・

指導体制の充実

【重点1】
個別のキャリア
形成支援の強化

･地域医療に配慮した新専門
研修プログラムの作成支援、
情報提供

・後期研修レジナビ出展［新規］

【重点2】

後期研修医を増
やすための取組

しまね地域医療支援センター事業（平成２９年度）



大学入学定員と奨学金制度の概要
（平成２９年度）

奨学金の貸与
が入学条件

医学生地域医療奨学金

県内定着枠：７人

骨太2009定員増：５人

【H22～H31入学】

新成長戦略H23増：２人

【H23～H31入学】

貸与額：7,482千円（上限）

（入学金282千円、

年額1,200千円）

医学生地域医療奨学金

地域枠推薦：１０人

【H18～】

貸与額：7,482千円（上限）

（入学金282千円、

年額1,200千円）

緊急医師確保対策枠

５人

緊急医師確保枠奨学金

５人

【H21～H29入学】

貸与額：10,698千円（上限）

（入学金282千円、

授業料年額536千円、

年額1,200千円）

一般推薦

２５人

医学生地域医療奨学金

全国大学枠：５人

【H25～】

貸与額：7,482千円（上限）

（入学金282千円、

年額1,200千円）

鳥取大学

入学定員１０５人

島根県枠

５人

医学生地域医療奨学金

島根県枠：５人

骨太2009定員増：２人

【H22～H31入学】

新成長戦略2010定員増：２人

【Ｈ23～H31入学】

H24定員増：１人

【H24～H31入学】

貸与額：7,482千円（上限）

（入学金282千円、

年額1,200千円）

県内定着枠

７人

奨学金の貸与
は任意

島根大学向け 計 ２２人 他大学向け 計 １０人

奨学金貸与枠 合計 ３２人

地域枠推薦

１０人

島根大学

入学定員 １０２人

推薦

４０人

学士枠１０人
（島根県枠３人）

全国の大学

一般選抜

６２人

12



奨学金の貸与状況（H29.4月末現在）

13

(単位：人）
H29

定員枠 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ① 初期1 初期2
卒後
3年目

卒後
4年目

卒後
5年目

卒後
6年目

卒後
7年目
以上

②

32 20 32 22 31 32 38 175 29 19 26 16 12 14 20 136

【現行分】

27 15 27 17 25 25 27 136 22 19 17 13 10 8 11 100

島根大学地域枠（H18～） 10 7 12 5 6 12 10 52 7 10 10 8 7 3 45

　〃　県内定着枠(H23～）※ 7 7 8 9 6 6 5 41 6 6

鳥取大学島根県枠（H22～）※ 5 1 3 4 4 3 15 1 2 3

全国大学枠その他（H18～） 5 4 3 9 3 9 28 8 7 7 5 3 5 11 46

5 5 5 5 6 6 8 35 7 3 10

【制度終了分】
（注）※は国の医学部定員の暫定増によるものを示す。

1 3 4 6 3 2 6 9 26

特定診療科医師緊急養成奨学金（H22～H25）

医学生地域医療奨学金（H18～）

緊急医師確保対策枠奨学金（H21～）※

　 　[島根大学]

へき地医療奨学金（H14～17）

しまね医学生特別奨学金（H18～21）

計

区分

医学生 医師



医師のキャリア形成支援（卒後～）

登 録

『私のキャリアプラン』記入

キャリア面談を実施

関係者との調整

キャリアプランの作成

プラン実施をフォロー

地域枠・奨学金貸与者は学生時に全員登録

まず自身が考えるキャリア(勤務希望)を確認

面談を通じで希望等を確認

必要に応じて大学や医療機関と調整

以上の調整を行い、キャリアプランを作成

必要に応じて関係機関と調整

※ 毎年1月末『私のキャリアプラン』を提出し次年度意向や計画を確認
※ 毎年、年１回程度のキャリア面談を専任医師と一緒に実施

14



『私のキャリアプラン』 ⇒毎年提出

しまね地域医療支援センター理事長 様

島 根 県 知 事 様

１　貸与奨学金・研修支援資金名

医学生地域医療奨学金

２　返還免除条件

平成４１年度末までに県内の指定医療機関で６年勤務

(うち過疎地域に所在する特定地域医療機関で３年勤務）

平成○年○月○日

氏　名 〇〇 〇〇 印

『私のキャリアプラン』

年　度 医療機関名 診療科 期　間 キャリア目標等

H２５年度 島根大学附属病院 研修医 ４月～　３月 初期研修２年目

H２４年度 浜田医療センター 研修医 ４月～　３月 初期研修１年目

同上 ○○科 ４月～　９月
後期研修

認定医取得
H２７年度

浜田医療センター ○○科 １０月～　３月 後期研修

H２６年度 同上 ○○科 ４月～　３月 後期研修

H２８年度 島根大学附属病院 ○○科 ４月～　３月 後期研修

H３０年度 同上 ○○科 ４月～　３月

H２９年度 浜田医療センター ○○科 ４月～　３月 専門医取得

県外大学附属病院 ○○科 １０月～　３月

H３１年度

島根大学附属病院 ○○科 ４月～　９月

H３３年度 浜田医療センター ○○科 ４月～　３月

H３２年度 同上 ○○科 ４月～　３月

H　　年度 月～　　月

↓
奨学金の返還免除
に係る勤務終了

H　　年度 月～　　月

H　　年度 月～　　月

H　　年度 月～　　月

H　　年度 月～　　月

H　　年度 月～　　月

裏面につづく

返還免除条件は、貸与期間等によって異なります。

誤りがないか、県の返還猶予通知書等を参照し、

ご確認ください。

H26年度以降の勤務計画（予定）を記載してください。
これまでの経歴については、誤りがないかご確認ください。

黄色は指定医療機関、緑色は特定地域医療機関を表しています。

ご自身の計画（予定）を記載する際には色づけする必要はありません。

記載例

３　キャリア形成における目標

・○○の専門診療能力の獲得のため、○○専門医取得を目指す。

・専門医取得に加え、総合的診療能力も習得したい。

・家庭医療に関するプログラムを終了後、ｻﾌﾞｽﾍﾟｼｬﾘﾃｨとして○○専門医取得を目指す。

・臨床研究能力の向上を目指す。

・博士号の取得を目指す。

４　キャリア形成期間中（奨学金義務的勤務中）において、

考慮してもらいたいこと等

・私は地域枠出身であり、平成○年度頃から出身地で勤務したい。

・妻の出身地である○○圏域で勤務したい。

・出産のため、来年度いっぱいは育休をとる予定。

・島根県以外の奨学金（○○奨学金）を受けている。

※このキャリアプランについて相談している指導医等

（相談しておられる場合は、記載してください。）

氏　名 〇〇 〇〇

所　属 島根大学医学部附属病院○○科

可能な限り、大学の講座や病院の

指導医等と相談して作成されるこ

とをお勧めします。
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地域枠医師等へのキャリア形成支援基本方針
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しまね地域医療支援センター 事務局

【圏域単位】圏域別 市町村・医療機関・医師会情報交換会（7圏域 127名参加）
【個別訪問】市町村・医療機関単位で個別訪問し意見交換（随時）

・登録者の面談状況等をフィードバック、意見交換
・地域の意見、要望等を聴取
・地域枠出身医師等の受入環境整備等要望

②会員情報交換

臨床研修病院連絡会

【面談対象者】138名（県内:105名 県外:33名）※H27:127名（県内:93名 県外:34名）

【面 談 実 績】107名（県内:  86名 県外:21名）※H27:115名（県内:84名 県外:31名）

・本人から『私のキャリアプラン（勤務希望）』提出（毎年1月）
・面談を通じ、義務の確認、地域の期待を伝え、キャリアと義務履行の両立を支援
・島根大学6年生(32名)と、マッチング前と国試後の２回面談
＜成果＞ 初期2年目研修医 ～ 28名のうち24名が県内で後期研修開始

卒後3年目以降 ～ 県外勤務者25名のうち5名が県内に戻り勤務
6年生、既卒者 ～ 34名のうち22名が県内初期研修プログラムで研修開始

①登録者キャリア面談

【大学全体】島根大学医学部附属病院各診療科・関係講座との連絡協議会（毎月開催）
【個別訪問】島根大学医学部各講座と意見交換（22講座：入局者61名の義務説明）

鳥取大学医学部講座、鳥取県地域医療支援センターと意見交換
（1講座：入局者2名の義務説明）

・キャリア形成支援方針、奨学金制度と義務年限、島大入試枠制度を説明
・医局責任者へ登録者の義務を説明し、キャリアと義務履行の両立ができるよう依頼

③大学講座・所属病院 意見交換

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
作
成

仮
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
作
成

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
実
行

調

整

地
域
医
療
支
援
会
議

キャリアプランの実効性を高める ３つの『アクションプラン』

初期研修医合同研修会

WLB推進病院合同説明会

トップセミナー

調査・分析

情報発信

※H28年度実施状況
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医療状況の把握・分析

・島根県勤務医師実態調査 H18～

目的：医師の地域や診療科の偏在をはじめ深刻化する医師不
足の実態を把握することにより、今後の島根県における
医師確保の対策の基礎資料を得る

対象：県内医療機関（51）、公的診療所（41）

調査時点：毎年10月1日現在

調査：常勤医師数、常勤換算医師数、診療科別必要数、

常勤医師（診療科、年齢、卒業大学、取得専門医など）

18



島根県勤務医師実態調査結果（常勤医数）

19

（単位：人）

松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐 島根県

注1）初期臨床研修医及び休職者(産前産後休暇を含む）を除いた人数。
注2）島根大学医学部附属病院は、H19年度以前の常勤医の範囲が異なり不明のため、
　　　H20年度の医師数に置き換え。
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地域枠･奨学金貸与等医師の
研修･勤務先の推移

H29.4.1現在

H26→H27.1.1時点

H27→H28.1.1時点

H28→H29.1.1時点

H29→H29.4.1時点

※奨学金返還者は除く

松江市

出雲市

出雲圏域

雲南圏域

大田圏域

浜田圏域

益田圏域

隠岐圏域

松江圏域

初期研修医

卒後３～１０年目医師

（義務年限内）

■地域枠・奨学金貸与等医師数は年々増加

■県内で初期研修、後期研修を行う医師数は増加

■雲南・大田・益田・隠岐圏域で勤務する医師数は徐々に増加

■県外で勤務する医師数は横ばい

〈H29年度の研修・勤務者の補足〉

・県外の初期研修医13名のうち、島根大の県外たすきプログラムは1名

・県外の卒後3年目以上の医師24名のうち、島大入局者8名、鳥大入局者5名

・H28年度に義務が終了した12名全員が引き続き県内勤務

（松江2名、出雲8名、浜田1名、益田1名）

概 要

義務終了者
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奨学金貸与医師の勤務先の状況
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松江・出雲地域 医師不足地域 県 外
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N=25
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N=41

地域枠等 地域枠等以外

地域枠の後期研修医の県内勤務率 地域枠等の割合（地域枠人数/後期研修医人数）

後期研修医数の推移
〔県内で後期研修を始めた医師の数〕

22



• 病院間での連携を強化し、お互いの役割分担などを検
討しながら病院の機能分化を図る。

• 住民、自治体、大学、病院が協力して、地域医療を支え
る。

今後の方向性

• 若手医師が県内で専門医取得を含め、充実した研修を
受けられる体制を構築する。
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■医師確保等に関してわずかではあるが成果が上
がりつつある。

■県内の地域医療の充実に向けて、今後も関係者
と連携して着実に医師の養成・確保の取組みを
進めていく。

【島根県健康福祉部医療政策課 医師確保対策室】
TEL 0852-22-5251 FAX 0852-22-6040

http://www.pref.shimane.lg.jp/iryotaisaku/
[島根の医療]

終わりに
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